













































































































































































モリナが 日ハム （PCR法） モリナが 日ハム （PCR法）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
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12
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14
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21
22
23
24
魚介乾製品
和菓子
焼菓子
生菓子
清涼飲料水
清涼飲料水
魚肉練製品
ポークソーセージ
生ラーメン
生うどん
ゆでうどん
生ラーメン
ゆでうどん
生ラーメン
生うどん
生ラーメン
焼菓子
焼菓子
アイスクリーム
生菓子
アイスクリーム
菓子パン
アイスクリーム
焼菓子
小　麦
小　麦
小　麦
小　麦
小　麦
小　麦
小　麦
小　麦
そ　ば
そ　ば
そ　ば
そ　ば
そ　ば
そ　ば
そ　ば
そ　ば
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
落花生
m18
0．3
NDND
ND
O．8
ND
O．8
2．0
0．6
1．8
36
1，3
ND
O．4
NDmO．4
ND
O．4
ND
ND
2．3
ND
16
ND
ND
ND
ND
2ユ
ND
ND
1．7
0．4
0．8
21
ND
NDND
ND
O．3
ND
O．3
ND
NDND
1．5
陽性
陽性
1　魚肉練製品　　　小　麦
2焼菓子　　　　　小　麦
3漬物　　　　　小　麦
4洋生菓子　　　　小　麦
5　あん　　　　　小　麦
6焼菓子　　　　　小　麦
7　魚肉練製品　　　小　麦
8魚介乾燥品　小麦
9生ラーメン　　そ　ば
10　ゆでうどん　　　そ　ば
11生うどん　　　そ　ば
12生うどん　　　そば
13生ラーメン　　．そ　ば
14アイスクリームそば
15生うどん　　　そ　ば
16焼菓子　　　　　落花生
17焼菓子　　　　　落花生
18　アイスクリーム　落花生
19焼菓子　　　　　落花生
20　焼菓子　　　　　落花生
21アイスクリーム　落花生
22　パン　　　　　　落花生
23　焼菓子　　　　　落花生
0．6
5．7
ND
ND
ND
O．9
ND
ND
O．4
3．0
0．8
ND
NDND
19
ND
NDmmND
ND
ND
ND
ND
2．6
ND
ND
ND
O．5
NDND
O．8
4．8
1．5
ND
ND
ND
14
ND
ND
M）ND
NDNDND
ND
陽性
　　　　　　　　　　　　ELISA試験（μg／g）確認試験（ウェスタンブロット法）
Nα　名称特定原材料　　　　　　　　　　　　モリナガ日ハム　　1　　　2
　　　　　　　　　　　　ELISA試験（μg／g）確認試験（ウェスタンブロット法）No．　名称特定原材料　　　　　　　　　　　　モリナガ日ハム　　1　　　2
25海藻加工品
26　ポークソーセージ
27　てんぷら
28魚肉練製品
29　ウインナーソーセージ
30肝油加工食品
31　パン
32　ポークソーセージ
33　骨付フライドチキン
34魚肉練製品
35　ロースハム
36　ソーセージ
37　生そば
38魚肉練製品
39　鶏からあげ
40魚肉練製品
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
卵
卵
卵
卵
卵
卵
卵
卵
M〕NDNDND
ND
ND
2．7
ND
ND
ND
ND
ND
14
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
2．9
ND
ND
ND
ND
ND
30
ND
NDm
陽性　　陽性
24　魚介類加工品　　乳
25　ポークソーセージ　　乳
26　魚肉練製品　　　乳
27　ポークソーセージ　　乳
28　魚肉練製品　　　乳
29スナック菓子　　乳
30焼菓子　　　　　乳
31　てんぷら　　　　乳
32和生菓子　　　　卵
33　ロースハム　　　卵
34　ポークソーセージ　　卵
35生菓子　　　　　卵
36　生そば　　　　　卵
37　アイスクリーム　卵
38　魚肉練製品　　　卵
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　ND
ND　　　O．5
1．2　　2．6
ND　　ND
5．4　　7．3
ND　　ND
ND　　ND
O，7　　1．1
ELISA試験：改良検査法8）キット（モリナがFASTPET，日ハムVer．H）を使用
乳の確認試験1：カゼイン，確認試験2：ラクトグロブリン
卵の確認試験1；オボアルブミン，確認試験2：オボムコイド
ND：0．3μg／g未満．　一：試験せず．
　今回の結果を前報8＞と比較すると，今回初めて，小麦タ
ンパクが10μg／g以上の値で検出され，陽性となった．ま
た，そばタンパクは前報8）と同様に検出されており，10
μg／g以上の値で検出され，陽性となった製品が平成18及
び19年度各1検体ずつあったほか，微量のそばタンパクの
混入が疑われるような製品も前報8）同様に認められた．そ
ばアレルギーは牛乳アレルギーに比較すると重篤な症状を
呈する場合が多いこと11）が報告されていることから，混入
防止には一層の注意が必要である．
ELISA試験；改良検査法8｝キット（モリナがFASTPET，日ハムVer．II）を使用
乳の確認試験1：カゼイン，確認試験2：ラクトグロブリン
卵の確認試験1：オボアルブミン，確認試験2：オボムコイド
ND：0．3μg／g未満．　　一：試験せず．
　本報で述べた平成18及び19年度の検査結果では，前報8）
で認められたような製造業者の認識不足による表示義務違
反はなく，陽性となった4検体はいずれも検査対象とした
それぞれの特定原材料を含有する製品と同じ製造工程で造
られており，製品への混入は製造工程での混入によるもの
と考えられた．これらのことから，製造工程の分離を行う
か，製造工程の十分な洗浄に一層の注意を払う必要がある
と思われた．また，混入防止の徹底を図ってもなお，その
可能性が排除できない場合については注意を喚起する旨の
表示を記載することも食物アレルギーによる健康被害を防
ぐ上で望ましいといえよう．
一39一
1234567891011
　　→ca，141　bp
12345678910111213
　100bpMK　2－1　　　　2－2　　小麦　　（一）　　MK
プライマー：　　　植物DNA検出用
2－1　　　　　　2－2　　　’卜呈艶
　　小麦検出用
　　　→
124～127bp
100bpMK　13－113－2　ソバ　（一）　ソバ
プライマー＝植物DNA検出用　　（一）
13－1　13－2　ソバ　（一）　ソバ
　　ソバ検出用　　　　（一）
図1　平成18年度試料No．2のPCR法による小麦の確認試験
レーン1，8：100bpマーカー，2：試料No．2－1（サンプル1）のDNA
（0，1ng／μL）＋植物DNA検出用プライマー，3＝No．2－1のDNA（10119／
μL）十植物DNA検出用プライマー，4：No．2－2（サンプル2）のDNA
（0．1ng／μL）＋植物DNA検出用プライマー，5：No．2－2（サンプル2）
のDNA（10　ng／μL）＋植物DNA検出用プライマー，6：小麦標準試料の
DNA＋植物DNA検出用プライマー，7：植物DNA検出用プライマーの
み，9：No，2－1のDNA（0，1　ng／μL）＋小麦DNA検出用プライマー，
10：No．2－1のDNA（10　ng！μL）十小麦DNA検出用プライマー，11：
No，2－2のDNA（0．1ng／μL）十1J、麦DNA検出用プライマー，12＝No．2－
2のDNA（10　ng／μL）十小麦DNA検出用プライマー，13＝小麦標準試料
のDNA＋小麦DNA検出用プライマー．
図2　平成18年度試料No．13のPCR法によるそばの確認試験
レーン1＝100bpマーカー，2及び3：試料No．13－1（サンプル1）及び
No． 3－2（サンプル2）のDNA十植物DNA検出用プライマ「　4：そば標
準試料DNA十植物DNA検出用プライマー，5：植物DNA検出用プライ
マーのみ，61そば標準試料DNAのみ，7及び8：No．13－1及びNo．13－2
のDNA＋そばDNA検出用プライマー，　9＝そば標準試料DNA＋そば
DNA検出用プライマー，10：そばDNA検出用プライマーのみ，11＝そば
標準試料DNAのみ．
　　→ca50kDa
12　3　456　78　9101112
纏
　　　ヒ　　バリ　　 @コげ　　　そ　
　　：－」幽
暫墜　
編 聯
融魂融
融葵ザ
κ疇・’・・幽　　r刷ア　　～P．
噸峰舟
MW　101．0　0，5　MW　37－137－137－237－2　MW　10　tO
　　（μgProtein／mL）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μgProtein〆mL）
　　→37～38kDa．
123456789101112
MW　10　1．0　0．5
　　（μgProteinlmL）
MW　37－137－137－237－2MW　101．0
　　　　　　　（μgProteinlmL）
図3　平成18年度試料No．37のウエスタンプロット法によ
　　　　る卵の確認試験（オボアルブミン）
レーン1，5及び10：分子量マーカー（MW），2～4：卵標準試料10，1．0
及び0．5μgタンパク！mL（各20μLアプライ），6及び7：試料No．37－！（サ
ンプル1，各20μLアプライ），8及び9：試料No．37－2（サンプル2，各
20μLアプライ），11及び12：卵標準試料10及び1．0μgタンパク／mL（各20
μLアプライ）
図4　平成18年度試料No．37のウエスタンプロット法によ
　　　　る卵の確認試験（オボムコイド）
レーン1～11＝図3に同じ．
一40一
　　　124～127bp
1234567891011
100bpMK　15－1　15－2　ソバ　（一）L■プライマー　　植物DNA検出用 ソノ｛　15－1　15－2　ソノ｛　　（一）　ソノく（一）　　　ソバ検出用　　　　（一）
図5　平成19年度試料No．15のPCR法によるそばの確認試験
レーン1：100bpマーカー，2及び3：試料No．15－1（サンプル1）及び
No，15－2（サンプル2）のDNA＋植物DNA検出用プライマー，4：そば標
準試料DNA＋植物DNA検出用プライマー，5：植物DNA検出用プライ
マーのみ，6＝そば標準試料DNAのみ，7及び8：No．15－1及びNo．15－2
のDNA十そばDNA検出用プライマー，9：そば標準試料DNA＋そば
DNA検出用プライマー，10＝そばDNA検出用プライマーのみ，11：そば
標準試料DNAのみ．
　本モニタリング検査において，試料採取にご協力を頂き
ました北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課及び各支庁
保健福祉事務所の関係各位に深謝いたします．
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